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能
〈
玉
井
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
独
力
の
作
業
と
し
て
国
立
能
楽
堂
か
ら
こ
の
種
の
委
嘱
を
受

け
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
（
小
田
幸
子
氏
と
共
同
作
業
と
し
て
は
、
二
〇
〇

五
年
十
一
月
十
一
日
・
第
二
十
四
回
特
別
企
画
公
演
「
能
と
神
楽
」
に
お
け
る
復
曲

能
〈
鐘
巻
〉
の
演
出
監
修
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
）。

　

記
紀
神
話
に
よ
る
能
〈
玉
井
〉
は
華
麗
な
演
出
効
果
に
秀
で
た
能
を
数
多
く
作
っ

た
観
世
小
次
郎
信
光
の
真
作
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
神
霊
を
シ
テ
と
す
る
脇
能
で
あ

り
、
な
お
か
つ
皇
祖
神
を
ワ
キ
と
す
る
格
式
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
以
降
き
わ
め
て

様
式
的
な
演
出
統
制
が
計
ら
れ
て
、
原
作
の
真
意
を
達
し
て
い
な
い
と
す
る
意
見
も

多
か
っ
た
。
古
く
は
一
九
八
八
年
一
月
七
日
・
梅
若
能
楽
学
院
で
の
梅
若
会
一
月
定

式
能
に
お
い
て
堂
本
正
樹
の
演
出
に
よ
る
新
案
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

は
偶
然
で
は
あ
る
が
、
今
回
に
先
立
つ
二
〇
一
八
年
一
月
十
三
日
・
宝
生
能
楽
堂
で

の
銕
仙
会
一
月
定
期
公
演
〈
玉
井
〉
も
大
胆
に
演
出
改
変
を
加
え
た
舞
台
だ
っ
た
。

　

今
回
の
私
案
は
こ
れ
ら
と
は
ま
た
別
の
新
た
な
方
向
か
ら
、
こ
の
能
の
可
能
性
を

捉
え
な
お
す
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
今
回
の
新
案
の
要
点
を
列
記
す
る
。

①
「
豊
玉
姫
」
役
を
前
後
同
一
人
が
通
し
て
勤
め
、
後
場
「
海
龍
王
」
は
こ
れ
と
別

人
が
演
ず
る
。

　

原
作
の
設
定
が
こ
う
で
あ
る
こ
と
は
明
白
。
前
記
二
公
演
も
こ
の
形
式
に
拠
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
豊
玉
姫
と
海
龍
王
と
「
両
シ
テ
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

今
回
の
チ
ラ
シ
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
シ
テ
・
ワ
キ
の
呼
称
を
あ
え
て
避
け
、
役

名
だ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
。

②
ワ
キ
・
彦
火
々
出
見
尊
の
扱
い
を
事
大
主
義
か
ら
解
き
放
つ
。

　

現
行
演
出
で
は
荘
重
な
﹇
半
開
口
﹈
の
扱
い
で
登
場
し
、
ワ
キ
ツ
レ
と
し
て
従
者

を
伴
う
が
、
こ
れ
は
脇
能
の
定
式
に
合
わ
せ
て
の
位
付
け
で
あ
る
。
今
回
は
そ
れ
を

能
〈
玉
井
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て

田
村
良
平＊

（
村
上　

湛
）

　

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）
二
月
の
東
京
・
国
立
能
楽
堂
で
は
「
月
間
特
集
・

近
代
絵
画
と
能
」
と
銘
打
つ
企
画
が
あ
っ
た
。
同
月
二
十
八
日
の
企
画
公
演
で
は
そ

の
一
環
と
し
て
「
水
底
の
彼
方
か
ら
」
と
副
題
を
付
し
た
公
演
が
持
た
れ
、
拙
作
新

演
出
に
よ
る
能
〈
玉
井　

龍
宮
城
〉
が
初
演
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
概
略

報
告
を
試
み
た
い
、

　

能
の
演
出
再
考
あ
る
い
は
新
演
出
に
つ
い
て
は
、
従
来
も
折
に
触
れ
て
記
録
し
て

い
る
と
お
り
、
能
役
者
の
側
か
ら
依
頼
さ
れ
て
任
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ま

で
も
国
立
能
楽
堂
主
催
公
演
で
は
、
能
〈
松
山
鏡
〉
末
尾
の
演
出
再
考
（
二
〇
一
五

年
十
月
三
十
一
日
・
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
「
古
典
の
日
記
念
〜
鏡
に
映
る
も
の

は
」）、
復
曲
能
〈
菅
丞
相
〉
の
新
演
出
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
十
六
日
・
国
立
能
楽

堂
企
画
公
演
）
な
ど
を
担
当
し
て
き
た
が
、
前
者
は
ワ
キ
・
福
王
茂
十
郎
氏
の
、
後

者
は
シ
テ
・
大
槻
文
藏
氏
の
個
人
的
委
嘱
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ

国
立
能
楽
堂
の
母
体
・
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
か
ら
相
応
の
文
藝
費

が
支
出
さ
れ
た
と
は
い
え
、
能
役
者
と
私
と
の
半
ば
個
人
的
な
関
係
に
よ
る
も
の
で
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二
〇
一
九
年

桶
は
新
規
に
作
成
し
た
が
、
曲
物
職
人
の
払
底
と
経
費
の
問
題
も
あ
り
、
現
代
流
行

の
3
Ｄ
に
よ
る
モ
デ
リ
ン
グ
で
安
価
に
済
ん
だ
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
伝
統
藝
能

の
内
幕
の
一
端
を
示
す
逸
事
で
あ
る
。

　

全
体
の
上
演
時
間
は
一
〇
〇
分
ほ
ど
。
現
行
演
出
で
長
い
時
に
は
一
三
〇
分
ほ
ど

か
か
る
こ
と
も
あ
る
能
だ
か
ら
、
詞
章
の
カ
ッ
ト
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
回
こ

の
所
要
時
間
は
ま
ず
ス
ム
ー
ズ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
慣
れ
れ
ば
九
〇
分
ほ
ど

で
切
り
上
げ
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
う
。

　

今
回
の
公
演
は
映
像
資
料
と
し
て
公
開
さ
れ
、
国
立
能
楽
堂
図
書
室
付
属
の
視
聴

ブ
ー
ス
で
簡
単
に
実
見
で
き
る
。
機
会
を
改
め
て
再
演
の
折
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た

幸
い
こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ
る
。

 二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）
二
月
二
十
八
日　

国
立
能
楽
堂
第
一
八
八
回
企
画
公
演

《
月
間
特
集
・
近
代
絵
画
と
能
》
―
水
底
の
彼
方
か
ら
―

会
場
・
国
立
能
楽
堂
能
舞
台

能
〈
玉
井　

龍
宮
城
〉
新
演
出
概
略

◆
配
役

豊
玉
姫
・
梅
若
紀
彰

玉
依
姫
・
川
口
晃
平

海
龍
王
・
梅
若
実
（
玄
祥
改
め
）

彦
火
々
出
見
尊
・
福
王
和
幸

栄
螺
の
精
・
野
村
又
三
郎

改
め
、
海
中
探
索
の
独
り
神
と
し
て
演
出
し
た
。

③
両
姫
に
比
し
て
彦
火
々
出
見
尊
を
上
位
の
神
格
と
し
て
扱
う
。

　

現
代
の
能
の
関
係
性
で
い
え
ば
シ
テ
方
が
上
位
、
ワ
キ
方
が
下
位
に
属
す
る
も
の

の
、
こ
れ
は
後
世
、
職
責
分
担
が
弁
別
さ
れ
式
楽
体
制
が
確
立
し
て
か
ら
の
慣
例
で

あ
る
。「
ま
れ
び
と
」
と
し
て
歓
待
さ
れ
る
皇
祖
神
の
尊
貴
性
が
こ
れ
に
よ
っ
て
減

ぜ
ら
れ
る
現
行
演
出
を
改
め
、
原
作
の
意
図
を
汲
む
か
た
ち
で
「
彦
火
々
出
見
尊
の

物
語
」
と
し
て
全
体
を
統
一
し
た
。

④
作
リ
物
を
工
夫
す
る
。

　

今
回
の
新
演
出
で
最
も
目
立
つ
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
井
筒
と
桂
立
木
を
別
々
に

出
す
煩
瑣
を
避
け
て
こ
れ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
プ
ラ
ン
は
一
九
八
八
年
す
で
に
試
み

ら
れ
て
い
る
が
、
一
畳
台
の
上
に
小
宮
を
据
え
て
龍
宮
を
示
し
、
ワ
キ
が
こ
こ
に
中

入
す
る
の
は
従
来
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
ワ
キ
が
作
リ
物
に
入
っ
て
扮
装
を
改

め
る
の
は
今
回
が
能
演
出
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
と
思
う
）。
小
書
（
特
殊
演
出
）
と

し
て
「
龍
宮
城
」
の
名
を
付
し
た
の
は
こ
の
意
図
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

梅
若
実
氏
（
こ
の
舞
台
が
改
名
後
の
記
念
す
べ
き
初
シ
テ
で
あ
っ
た
）
を
は
じ
め

福
王
和
幸
氏
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
作
業
を
重
ね
て
き
た
布
陣
で
、
外
部
者

の
手
に
な
る
新
案
に
も
万
事
に
わ
た
り
快
く
対
応
し
て
頂
き
、
終
始
、
気
持
ち
良
く

仕
事
が
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
太
鼓
に
は
当
初
、
観
世
元
伯
氏
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
チ
ラ
シ
に
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
一
日
に
五
十
一
歳
で
逝
去
さ
れ
、
出
勤
頂
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
後
の
能

楽
界
の
柱
石
と
な
る
べ
き
巧
手
で
あ
り
逸
材
。
実
に
痛
惜
の
極
み
で
あ
る
。

　

間
狂
言
〈
貝
尽
〉
が
能
〈
玉
井
〉
に
挿
入
さ
れ
る
正
式
な
か
た
ち
で
上
演
さ
れ
た

の
は
、
野
村
又
三
郎
家
と
し
て
は
明
治
以
降
初
め
て
の
こ
と
と
い
う
。
そ
の
意
味
で

も
記
念
す
べ
き
舞
台
と
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
。
な
お
余
談
な
が
ら
、
小
道
具
の
水
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能
〈
玉
井
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

心
で
あ
り
、
海
龍
王
＝
沙
羯
羅
龍
王
は
紅
龍
で
あ
る
か
ら
（
五
行
説
「
南
」
＝
赤

色
の
比
喩
／
た
だ
し
今
回
は
海
龍
王
は
白
式
）、
両
姫
と
も
赤
色
を
基
調
と
し
た

扮
装
と
す
る
。

【
前
ワ
キ
（
彦
火
火
出
見
尊
）】

　

唐
冠
／
赤
地
金
緞
鉢
巻
／
衿
・
紺
／
厚
板
／
白
大
口
／
側
次
／
剣
／
神
扇

【
後
ワ
キ
（
同
人
）】

　

唐
冠
／
赤
地
金
緞
鉢
巻
／
衿
・
紺
／
厚
板
／
紺
地
ま
た
は
萌
黄
地
袷
狩
衣
／
半
切

／
唐
団
扇

【
間
狂
言
〈
貝
尽
〉
貝
ノ
精
い
ろ
い
ろ
】

　

定
メ
の
と
お
り

◆
作
リ
物

一
畳
台
・
小
宮
（
前
後
ト
モ
）

※
大
小
前
に
据
え
る
。
小
宮
に
は
緋
色
引
廻
シ
を
掛
け
、
観
世
流
〈
楊
貴
妃
〉
に

倣
い
破
風
を
正
面
に
据
え
る
。
最
後
ま
で
残
す
。

立
木
付
キ
井
筒
（
前
場
）

※
正
先
に
据
え
る
。
井
筒
は
常
寸
。
上
部
に
注
連
を
張
り
下
部
に
紅
緞
を
掛
け
る
。

見
所
か
ら
見
て
右
手
前
の
角
、〈
井
筒
〉
の
ス
ス
キ
式
に
立
木
（
曲
が
り
な
き
直

立
）
を
立
て
る
。
前
場
﹇
ク
リ
﹈
で
引
く
。

◆
型
と
展
開

※
特
に
注
記
な
き
時
は
原
則
と
し
て
常
の
型
に
則
る
。

※
今
回
は
四
番
目
物
（
略
脇
能
）
と
し
て
試
演
し
た
い
。

※
全
体
サ
ラ
サ
ラ
と
、
流
れ
よ
く
進
め
た
い
。

鮑
の
精
・
松
田
高
義

板
屋
貝
の
精
・
藤
波
徹

蛤
の
精
・
奥
津
健
太
郎

法
螺
貝
の
精
・
野
口
隆
行

笛
・
杉
信
太
朗

小
鼓
・
大
倉
源
次
郎

大
鼓
・
國
川
純

太
鼓
・
小
寺
真
佐
人

後
見
・
梅
若
長
左
衛
門
／
小
田
切
康
陽
／
山
中
迓
晶

地
謡
・
観
世
喜
正
（
地
頭
）
／
山
崎
正
道
／
鈴
木
啓
吾
／
角
当
直
隆
／

　
　
　

佐
久
間
二
郎
／
坂
真
太
郎
／
中
森
健
之
介
／
内
藤
幸
雄

◆
面
装
束

【
前
シ
テ
（
豊
玉
姫
）】

　

泣
増
／
衿
・
白
二
ツ
／
摺
箔
／
唐
織
着
流
／
鬘
扇
／
無
地
金
塗
水
桶

【
前
ツ
レ
（
玉
依
姫
）】

　

小
面
／
衿
・
赤
／
摺
箔
／
唐
織
着
流
／
鬘
扇
／
無
地
金
塗
水
桶

【
後
シ
テ
（
海
龍
王
）】

　

悪
尉
／
白
頭
・
大
龍
戴
輪
冠
／
白
地
厚
板
／
白
地
袷
狩
衣
／
白
地
半
切
／
鹿
背
杖

（
無
紅
紅
緞
巻
ク
）
／
神
扇
／
釣
鉤

【
後
シ
テ
（
豊
玉
姫
）】

　

泥
眼
／
黒
垂
・
龍
戴
輪
冠
／
白
地
鱗
箔
／
緋
舞
衣
／
緋
大
口
／
童
扇
／
満
瓊

【
後
ツ
レ
（
玉
依
姫
）】

泥
眼
／
黒
垂
・
龍
戴
輪
冠
／
白
地
鱗
箔
／
緋
舞
衣
／
緋
大
口
／
童
扇
／
涸
瓊

※
両
姫
は
法
華
経
に
云
う
「
南
方
無
垢
世
界
」
に
転
生
し
た
善
女
龍
王
の
化
身
の
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二
〇
一
九
年

姿
」
で
両
人
見
合
っ
た
ま
ま
一
足
ツ
メ
（
夫
婦
契
り
の
心
）、「
月
日
程
な
く
」
で

ワ
キ
は
正
面
、
豊
玉
は
真
横
を
向
き
、「
三
年
を
」
で
両
人
下
居
。

★
《
掛
ケ
合
イ
》「
か
く
て
三
年
に
」
で
ワ
キ
は
正
面
を
向
い
た
ま
ま
立
ち
、「
わ
が

国
に
」
で
豊
玉
に
向
く
と
、
豊
玉
も
下
居
の
ま
ま
ワ
キ
へ
向
く
。「
御
心
安
く
お

ぼ
し
め
せ
」
で
豊
玉
と
玉
依
は
立
ち
、「
陸
地
に
送
り
つ
け
申
さ
ん
」
で
豊
玉
は

ワ
キ
に
向
い
た
ま
ま
一
足
出
る
。
中
入
地
「
大
鰐
に
」
で
ワ
キ
は
右
に
取
り
ア
ユ

ミ
小
宮
に
中
入
。
豊
玉
、
続
い
て
玉
依
も
そ
の
ま
ま
ア
ユ
ミ
、
豊
玉
は
常
座
、
で

き
れ
ば
橋
掛
リ
際
ま
で
行
き
、﹇
来
序
﹈
で
足
づ
か
い
を
し
て
か
ら
中
入
。
玉
依

は
こ
れ
に
続
く
。

【
間
狂
言
】

★
〈
貝
尽
〉
は
大
枠
で
野
村
又
三
郎
家
定
本
に
従
う
。
た
だ
し
、
時
間
の
関
係
で
短

縮
を
志
す
な
ら
ば
、
オ
モ
ア
イ
《
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
》
の
後
、
酒
宴
と
な
り
、
立
衆

三
（
蛤
の
精
）
が
酌
を
受
け
る
と
、
次
に
続
く
個
々
の
小
謡
・
小
舞
み
な
省
き
、

オ
モ
ア
イ
「
是
程
目
出
度
い
に
、
唯
今
の
酒
盛
の
態
を
い
ざ
一
節
謡
う
て
往
く
ま

い
か
」
に
飛
び
、
小
謡
〈
貝
尽
〉（
オ
モ
ア
イ
舞
う
）
で
ト
メ
↓
今
回
は
眼
目
の

最
後
の
小
舞
〈
貝
尽
〉
は
オ
モ
ア
イ
・
栄
螺
の
精
が
独
占
せ
ず
、
各
役
そ
れ
ぞ
れ

が
立
っ
て
次
々
に
舞
い
継
い
だ
。

【
後
場
】

★
﹇
出
端
﹈
太
鼓
打
ち
出
し
、
段
を
取
っ
て
幕
上
げ
。
龍
女
の
同
装
で
玉
盤
を
持
っ

た
両
姫
出
る
。
先
に
玉
依
、
後
に
豊
玉
。
玉
依
は
一
ノ
松
、
豊
玉
は
二
ノ
松
に
立

つ
。

★
《
一
セ
イ
》「
光
散
る
」
で
両
姫
向
き
合
っ
て
謡
い
、「
曇
ら
ぬ
み
影
」
で
両
姫
が

正
面
に
向
く
の
に
合
わ
せ
小
宮
の
引
廻
シ
を
下
ろ
す
。
小
宮
に
は
扮
装
を
改
め
た

【
前
場
】

★
最
初
に
一
畳
台
と
小
宮
を
大
小
前
に
、
続
い
て
井
筒
を
正
先
に
据
え
る
。

★
ワ
キ
は
独
り
で
出
、
ワ
キ
ツ
レ
は
伴
わ
な
い
。
出
は
半
開
口
の
演
出
を
採
ら
ず

﹇
名
ノ
リ
笛
﹈
で
出
た
い
（
ワ
キ
が
﹇
名
ノ
リ
笛
﹈
で
出
て
最
初
に
サ
シ
を
謡
う

の
は
脇
方
高
安
流
〈
雷
電
〉
の
替
に
あ
り
と
仄
聞
↓
復
曲
〈
菅
丞
相
〉
で
流
用
）。

★
ワ
キ
の
名
ノ
リ
は
常
よ
り
や
や
位
を
持
た
せ
て
「
行
ノ
名
ノ
リ
」
で
は
如
何
か

（
常
の
と
お
り
「
真
ノ
名
ノ
リ
」
だ
と
作
リ
物
に
挟
ま
れ
て
見
え
る
の
を
避
け
る

た
め
）。

★
ワ
キ
「
こ
れ
に
瑠
璃
の
瓦
を
敷
け
る
」
で
や
や
深
く
右
ウ
ケ
、
右
手
を
伸
べ
、

「
皐
門
あ
り
」
で
キ
ッ
と
面
を
切
る
よ
う
に
後
方
の
小
宮
を
見
る
型
（
本
当
に
視

界
に
入
る
ほ
ど
深
く
は
後
ろ
に
向
く
必
要
な
く
、
作
リ
物
を
見
て
い
る
よ
う
に
見

え
れ
ば
よ
ろ
し
い
）。

★
両
姫
の
出
の
囃
子
は
﹇
真
ノ
一
声
﹈
で
は
な
く
常
の
﹇
一
声
﹈（
越
ノ
段
省
略
。

段
取
っ
て
す
ぐ
幕
上
げ
）。

★
両
姫
の
扮
装
は
側
次
に
も
考
え
ら
れ
る
が
新
作
能
め
く
た
め
避
け
る
。
唐
織
着
流

シ
の
抽
象
性
を
良
し
と
し
た
い
。
な
る
た
け
豪
華
な
唐
織
が
望
ま
し
い
。
両
姫
と

も
右
手
に
扇
、
左
手
に
桶
。

★
﹇
打
掛
﹈
は
聴
く
。
こ
の
間
に
ワ
キ
は
正
中
に
行
っ
て
床
几
に
掛
か
る
。
豊
玉
は

脇
座
か
ら
や
や
奥
の
地
謡
前
、
玉
依
は
そ
の
次
に
下
居
。
こ
こ
で
後
見
は
水
桶
と

井
筒
を
引
く
。

★
《
サ
シ
》「
し
か
れ
ば
高
垣
姫
垣
調
ほ
り
」「
父
母
の
神
い
つ
き
か
し
づ
き
」
の
二

句
は
シ
テ
で
は
な
く
ワ
キ
が
謡
う
。
サ
シ
ト
メ
に
ワ
キ
と
豊
玉
は
向
き
合
う
。

★
《
ク
セ
》
上
端
「
な
ほ
兄
の
怒
り
あ
ら
ば
」
は
ワ
キ
が
謡
う
。

★
《
ク
セ
》「
奉
り
な
ば
」
で
ワ
キ
と
豊
玉
と
シ
カ
と
向
き
合
い
、「
外
祖
と
な
り

て
」
で
両
人
立
ち
（
後
見
は
ワ
キ
の
腰
掛
け
た
床
几
を
引
く
）、「
た
だ
な
ら
ぬ
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能
〈
玉
井
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

★
以
下
、
常
の
と
お
り
。
ワ
キ
は
そ
の
ま
ま
右
に
取
り
「
乗
せ
奉
り
」
で
ノ
リ
コ
ミ

拍
子
を
踏
ん
で
橋
掛
リ
に
行
く
と
、
続
い
て
豊
玉
、
後
に
玉
依
、
均
等
の
間
隔
を

空
け
て
何
事
も
な
く
幕
に
入
る
。

★
龍
王
は
杖
を
突
い
た
ま
ま
左
袖
を
巻
き
上
げ
て
常
座
に
行
き
こ
れ
を
見
送
り
、
袖

を
直
し
、
脇
正
面
を
向
い
て
ト
メ
。

以　

上

ワ
キ
が
床
几
に
掛
か
っ
て
い
る
。

★
《
ノ
リ
地
》
で
早
め
に
両
姫
は
舞
台
に
入
り
、
一
畳
台
の
上
、
小
宮
の
左
右
に
玉

盤
を
置
き
（
向
か
っ
て
右
に
玉
依
、
左
に
豊
玉
）。「
海
洋
の
宮
主
持
参
せ
よ
」
で

両
姫
は
一
ノ
松
方
向
に
向
い
て
出
（
豊
玉
は
正
中
か
ら
脇
正
面
あ
た
り
、
玉
依
は

そ
の
後
ろ
）、
二
人
も
ろ
と
も
雲
ノ
扇
。

★
﹇
大
ベ
シ
﹈
は
省
く
。
龍
王
は
早
め
に
幕
を
上
げ
て
出
（《
ノ
リ
地
》
に
な
っ
て

す
ぐ
、
両
姫
が
ア
ユ
ミ
始
め
た
ら
そ
れ
を
合
図
に
幕
を
上
げ
る
と
良
い
。
龍
王
は

常
の
と
お
り
左
に
釣
鉤
を
抱
え
、
右
に
鹿
背
杖
突
く
）、
一
ノ
松
に
立
ち
、
地
謡

「
海
洋
の
宮
主
持
参
せ
よ
」
の
あ
と
す
ぐ
続
け
て
「
真
人
の
君
の
命
に
従
ひ
」
と

謡
い
掛
け
る
（
龍
王
、
一
ノ
松
で
正
面
を
向
い
て
立
ち
止
ま
る
）。
両
姫
は
一
畳

台
下
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
置
い
た
玉
を
背
に
し
て
正
面
を
向
い
て
下
居
。
龍
王
は

「
海
洋
の
宮
主
釣
針
を
尋
ね
て
」
と
謡
い
な
が
ら
ア
ユ
ミ
舞
台
に
入
り
、
正
中
か

ら
一
畳
台
に
進
み
ワ
キ
に
釣
鉤
を
渡
す
と
（
ワ
キ
は
立
ち
、
台
か
ら
右
足
を
下
ろ

し
て
受
け
取
る
）、
常
座
で
床
几
に
掛
か
る
。

★
﹇
天
女
ノ
舞
﹈
は
二
段
。
抽
象
的
に
、
あ
ま
り
意
味
性
を
考
え
さ
せ
ず
単
純
に
見

せ
る
た
め
型
は
定
型
ど
お
り
、
位
極
め
て
軽
く
。
舞
ア
ト
は
常
ど
お
り
動
き
、
脇

座
か
ら
地
謡
前
に
両
姫
居
並
ぶ
。

★
龍
王
の
﹇
舞
働
﹈
は
定
型
ど
お
り
。
た
だ
し
、
居
立
ち
は
適
宜
工
夫
が
あ
っ
て
良

い
。

★
﹇
舞
働
﹈
ア
ト
も
基
本
的
に
定
型
ど
お
り
。「
尊
は
御
座
を
」
で
ワ
キ
は
立
っ
て

一
畳
台
か
ら
下
り
（
両
姫
も
ワ
キ
と
同
時
に
立
ち
、
ワ
キ
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
一
畳
台
前
に
行
っ
て
立
っ
た
ま
ま
ク
ツ
ロ
ギ
、
扇
を
懐
中
す
る
と
、
後
見
が

そ
れ
ぞ
れ
に
玉
盤
を
持
た
せ
、
正
面
を
向
く
）、
ワ
キ
が
正
中
に
立
つ
と
「
袂
に

す
が
り
」
で
龍
王
が
ワ
キ
の
袖
を
取
る
（
龍
王
は
杖
を
持
っ
た
ま
ま
最
後
ま
で
捨

て
な
い
）。
ワ
キ
、
少
し
半
身
と
な
っ
て
龍
王
と
見
合
う
型
あ
っ
て
よ
し
。


